
・完
かんせい

成したシートを談
だんわしつ

話室の「ほんまかファイル」に綴
と

じてください。

・このシートは、ラーニング・プログラムの活
かつどう

動記
きろく

録に掲
けいさい

載する場
ばあい

合があります。

コ
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ン
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の
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を
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ん
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で
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ん
き
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う 究
し
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う
！
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研
けんきゅう

究にチャレンジしよう！

空
くうそう

想でも想
そうぞう

像でも良
よ

いので、みなさまの考
かんが

えを書
か

き残
のこ

してください。

（正
せいかい

解はひとつではありません）

小
ちい

さなお子
こ

さま連
づ

れの方
かた

は、お子
こ

さまの考
かんが

えも書
か

き残
のこ

してください。

■ 作
さくひん

品を見
み

て質
しつもん

問に答
こた

えよう！

● この作
さくひん

品は「八
はっきょく

曲一
いっそう

双」と呼
よ

ばれる、合
ごうけい

計16枚
まい

の画
がめん

面で出
でき

来ています。

● 画
がめん

面に向
む

かって右
みぎがわ

側を右
うせき

隻、左
ひだりがわ

側を左
させき

隻と呼
よ

びます。

■ 1. 作
さくひん

品の中
ちゅうしん

心の位
いち

置に立
た

ってください。右
うせき

隻と左
させき

隻のどちらのほうが

  好
す

きですか。なぜそう思
おも

いますか。

■ 2. 右
うせき

隻の右
みぎはし

端から始
はじ

まる物
ものがたり

語を想
そうぞう

像するとどんな物
ものがたり

語になりますか。

  なぜそう思
おも

いますか。

■ 3. 左
させき

隻の左
ひだりはし

端から始
はじ

まる物
ものがたり

語を想
そうぞう

像するとどんな物
ものがたり

語になりますか。

  なぜそう思
おも

いますか。

■ 4. 右
うせき

隻と左
させき

隻にまたがる絵
え

の中
ちゅうしん

心部
ぶぶん

分の余
よはく

白になにを感
かん

じますか。

  なぜそう思
おも

いますか。

■ 5. その他
ほか

にも思
おも

ったことや、疑
ぎもん

問があれば書
か

いてください。

■ 6. あなたもなにか質
しつもん

問を思
おも

いついたら書
か

いてください。

●作
さくひん

品について

この作
さくひん

品は、右
うせき

隻では花
はな

が咲
さ

く桜
さくら

の木
き

を仰
あお

ぎ見
み

ることで春
はる

の夕
ゆうぞら

空の暖
あたた

かな大
たいき

気をとらえ、

左
させき

隻では葉
は

が落
お

ち、枝
えだ

も折
お

れた木
きぎ

々をとおして凍
い

てついた川
かわ

や霜
しも

が降
お

りた地
じめん

面を見
みお

下ろす

ことで、底
そこび

冷えした冬
ふゆ

の朝
あさ

の寒
さむ

さをとらえています。作
さくしゃ

者の菊
きくち

池芳
ほうぶん

文は、右
うせき

隻と左
させき

隻で題
だいざい

材

を対
たいひ

比させるとともに、右
うせき

隻と左
させき

隻にまたがる中
ちゅうしんぶ

心部には大
だいたん

胆な余
よはく

白が生
しょう

じるように描
えが

い

ています。この作
さくひん

品の物
ものがたり

語を右
うせき

隻の右
みぎはし

端から想
そうぞう

像してゆくのと、左
させき

隻の左
ひだりはし

端から想
そうぞう

像してゆ

くのとでは物
ものがたり

語と、余
よはく

白の意
いみ

味に大
おお

きなちがいが生
しょう

じます。描
えが

かれているものをよく観
かんさつ

察し

て、作
さくしゃ

者の考
かんが

えを想
そうぞう

像してください。


